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研究成果の概要（和文）：本研究は新しい学問分野として確立されるべき日本語教育学を体系化し、日本語教育学研究
のあるべき方法論を実現することを目的として、日本語教育に関連する先行研究のテーマと研究方法を整理・分析した
。その結果、これまでの研究では「日本語」「学習者」「教育・社会」が主なテーマとされ、それぞれのテーマに応じ
て特定のデータと方法論が採用されていることが明らかになった。今後、日本語教育学が自律した体系をもつ学問分野
となるためには、上記３テーマの研究を有機的に結びつけ、さまざまな専門性をもつ人々が協働・連携していくことが
求められる。

研究成果の概要（英文）：This research considers Japanese as a Second or Foreign Language (JSL/JFL) as a 
new academic discipline, and aims to systemize it as well as to realize research methodologies in this 
particular field. For this purpose, we rearranged and analyzed themes and research methods from previous 
studies related to Japanese language education. We found that the major themes discussed by previous 
studies were “Japanese language,” “learners,” and “education/society,” and that specific data and 
methodologies were utilized for each theme. In order for Japanese language education to establish itself 
as a discipline with its own independent system, research pertaining to the three above-mentioned themes 
must be organically tied together. Moreover, there is a need for cooperation and coordination among 
various specialists.

研究分野：日本語教育学
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１．研究開始当初の背景 
かつて「日本語教育」研究が、伝統的な「国
語学（日本語学）」とアメリカの「応用言語
学（言語教育）」の影響のもと、学際的研究
として誕生したころに比べ、現在の「日本語
教育研究」は、その領域を広げ、取り扱う項
目も飛躍的に増加した。たとえば、言語習得
に関する心理学的アプローチや「生活者とし
ての外国人」の急増による日本社会の変容、
それにともなう地域コミュニティへの支援
など、かつては取り上げられなかったテーマ
が、新しい、そして重要な日本語教育研究の
分野であると考えられるようになった。すな
わち「日本語教育研究」という学際的分野が、
自律性の強い「日本語教育学」へと変貌しつ
つあることは明らかである。 
これを受けて、2007 年に学会誌『日本語教
育』（137 号）が「『日本語教育学』とは何か」
という特集を組んでいる。しかし、この特集
は隣接する各分野の専門家が、学際的見地か
ら日本語教育を論じたものであり、自律的な
日本語教育学の全体像を提示するにはいた
らなかったように思われる。 
一方、2000 年以降、大学院の拡充とともに、
日本語教育を専攻する若い研究者が急速に
増加した。若い研究者は、どのような学問領
域においても先行研究の「模倣」から自分自
身の研究テーマと手法を見つけていくもの
だが、新しい分野である日本語教育研究は、
伝統的学問領域とは異なり、先行研究の模倣
から自らの立ち位置を見いだすことが難し
い。本研究グループはいずれも最初から「日
本語教育」を専攻してきた若い研究者である
が、現在、指導している大学院生のためにも、
自分自身の研究のためにも、自分たちの研究
領域を鳥瞰的に眺めることが必要であると
感じていた。 
そこで、平成 23 年から共同で『日本語教
育』の 100 号以降に投稿された研究論文を分
析する作業をかさね、その内容が、大きく（1）
言語に関する研究（2）学習者に関する研究
（3）教育・社会に関する研究、に分類され
ることと、その間の関係性の濃淡を明らかに
し、日本語教育学会・平成 24 年度春季大会
においてパネル発表をおこなった。本研究は、
このときの研究成果をさらに発展させ、さら
に資料分析の範囲を広げて「日本語教育研
究」の現在の全体像を体系化し、そこから将
来「日本語教育学」があるべき姿、そしてそ
れを達成するための方法論を考察し、確立し
ようとするものである。 
 
２．研究の目的 
 本研究は新しい学問分野として確立され
るべき日本語教育学を体系化し、日本語教育
学研究のあるべき方法論を実現することを
目的とする。具体的には、１）1945 年以降の
日本語教育およびその研究の推移を通時的
にまとめる、２）従来の研究が取り扱ってき
た分野とトピック、データと研究の方法論を、

過去に発表された研究論文より統計的に分
析し、日本語教育学研究の現状を明らかにす
る、３）多領域の専門家との議論を通じて日
本語教育学研究の「あるべき方法論」を考察
し、その実現の方法を探る、４）以上の３点
をうけて「日本語教育学」の設計図を展望す
る、の４点を目指す。これまで抽象的に論じ
られてきた「日本語教育学」の姿を現在まで
に発表されてきた研究論文の分析から具体
的・明示的に明らかにしようとするところに
本研究の学術的価値と独創性がある。また本
研究の成果を通じて、「日本語教育学」の研
究者が自分の研究の立ち位置と方向性を確
認できるようになることが期待される。 
 
３．研究の方法 
 本研究は日本語教育に携わる言語・教育・
社会の各分野の専門家が協働しながら、日本
語教育学の体系化と研究方法論の確立を目
指すものである。具体的には、先行研究のデ
ータベース化を通じて日本語教育学の通時
的変遷を明らかにし、体系化を図る。さらに、
従来の研究で行われてきた手法を整理し、日
本語教育学として共通化が可能な側面と、目
的や研究対象によって方法が異なる側面を
考慮しながら、方法論の検討を進める。 
 
４．研究成果 
 本研究の成果として、『日本語教育学の歩
き方−初学者のための研究ガイド』（本田弘
之・岩田一成・義永美央子・渡部倫子著、大
阪大学出版会、2014 年）を出版した。この本
では、日本語教育学会の学会誌『日本語教育』
に掲載された研究論文 236 本を分析し、扱わ
れた分野を「言語」「学習者」「教育・社会」
に大別した上で、研究テーマによって用いら
れるデータに一定の傾向があることを明ら
かにした。また、テーマの設定から先行研究
の検討、研究計画および実際の調査の実施、
分析とその結果の記述に至る一連の研究プ
ロセスを整理した。さらに、コーパスや量的
データの統計処理、エスノグラフィや談話分
析といった質的研究など、近年の日本語教育
学でしばしば採用される研究方法の基本的
概念や分析の枠組みを紹介した。この本は特
に大学院生等、日本語教育学を志す研究初心
者およびその指導にあたる大学教員等から
好評を博し、出版後すぐに２刷が行われたほ
か、『第二言語としての日本語の習得研究』
第 17 号に書評が掲載されている。 
 このほか、生活者のための日本語教育、日
本語教育学における談話分析研究、日本語教
育におけるアセスメント等、研究代表者・研
究分担者それぞれの専門分野に関する先行
研究を整理・分析し、各分野の現状や今後の
課題について検討した。また、日本語教育に
おける教材やシラバスについても具体的な
データに基づき検討した。これらの成果を招
待講演（海外含む）５件、学会発表８ 件、
研究論文２本、著書４冊として公表し、研究



成果の学術的・社会的な公開・普及に努めて
いる。 
 さらに、科研の最終年度にあたる 2016 年
には、研究成果公開用のウェブサイトを開
発・公開した。このウェブサイトでは、2014
年度末に本科研の研究成果として出版した
『日本語教育学の歩き方−初学者のための研
究ガイド』の内容の紹介とあわせて、研究の
計画・実施に役立つテンプレートの無料配布、
日本語教育学関連サイトへのリンク集等、特
に日本語教育学を志す初学者に役立つコン
テンツを多く配信している。また、研究相性
診断というシステムを開発し、関心をもつ分
野に関する質問に回答すると関連する参考
文献が表示され、日本語教育学に漠然と興味
がある人が自分にふさわしい研究ジャンル
を探すことができるようにするなど、研究初
学者にとってもわかりやすく本科研の研究
成果を提示できるように工夫している。 
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